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はじめに 

我々は、これまでに Nd0.5Bi2.5Fe5O12 (NBIG)薄膜を作製することに成功 1)し、優れた磁気光学特性および高

周波特性を示すことを報告してきた。ガーネット中の Nd3+の磁気モーメントは Fe3+と平行であるが、Pr3+の場

合にも同様の磁気モーメントの向きを持つと期待される。しかしながら、Pr ガーネットの報告はほとんどな

されていない。特に、Bi を多く含む Pr ガーネットの報告はなされていない。そこで今回は、Pr0.5Bi2.5Fe5O12 

(PBIG)薄膜を Gd3Ga5O12 (GGG)単結晶基板上に作製し、評価した結果について報告する。 

実験方法 

 GGG (111)および GGG (100)基板上に、MOD コート材

(BiFePr-04 (2.5/5/0.5),（株）高純度化学研究所)を滴下し、スピ

ンコータで 3000 rpm, 30 秒の条件で塗布した。その後に 100℃

のホットプレートで 10 分間乾燥させ、450℃のホットプレー

トで 10 分間仮焼成を行なった。この操作を 5 回繰り返した

後に、本焼成を 3 時間行なった。今回の実験では、この本焼

成の温度を GGG (111)基板では 510 ̶ 810℃、GGG (100)基板で

は 670 ̶ 730℃の範囲で、それぞれ 20℃ずつ変化させた。作製

したサンプルについてファラデー回転角を測定した。 

結果と考察 

Fig. 1 と Fig. 2 に、それぞれ GGG (111)、GGG (100)基板上

に作製した PBIG 薄膜のファラデーヒステリシスを示す。い

ずれの場合にも、本焼成温度の上昇にともなってファラデー

回転角は増加し、700℃付近で最大となった。また、GGG (111)

の場合では、角形に近いヒステリシスを示し、GGG (100)の場

合では、保磁力がほとんど見られなかった。以上の結果から、

作製した PBIG 薄膜は 111 方向に磁化容易軸を持つと考えら

れる。詳細は当日報告する。 
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Fig. 1 Faraday spectrum of PBIG thin films 

on GGG (111) substrates 

 

 

Fig. 2 Faraday hysteresis of PBIG thin films 

on GGG (100) substrates 
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